
 

  

  

第 11回 在宅診療報酬事務管理士 技能認定試験 

平成 30年 1月実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

        

 

 

 

 

受験番号  

氏  名  

（注意事項） 

１．この問題の解答は、現在施行されている法令等によります。 

２．解答は別紙解答用紙に黒のボールペンまたは黒鉛筆（ｼｬｰﾌﾟﾍﾟﾝも可）で記入してください。 

３．解答用紙の所定欄に受験番号と氏名をはっきり記入してください。 

４．この試験問題用紙は、試験終了後、解答用紙と一緒に返送してください。 

 

（試験について） 

１．問題は全部で１０問あります。解答は解答用紙に記入してください。 

２．試験問題の日付は平成 30年のカレンダーにもとづきます。 

３. 設問中の患者は問題文に指示がない限り、要支援・要介護の認定を受けていないものとします。 

４．設問中の患者は問題文に指示がない限り、その患者のみを診察したものとします。 

５．設問中の在宅療養支援病院及び診療所は問題文に指示がない限り、在宅療養実績加算の届出は

行っていないものとします。 

 

 

 

 

 

 



 

問１ 医療事務担当者としての要件には、いろいろの条件が考えられますが、下記各項のなかで、医

療従事者の義務として規定されている最も重要なものを１つ選びなさい。 

 

  A．患者からの苦情に対して、誠意を持って対応すること。 

  B．業務上知り得た「患者またはその家族の秘密」を他に漏らさないこと。 

  C．質の高いサービスが提供できるよう、心を込めた対応など、接遇の基本を心がけること。 

  D．医療機関内の人々との協調がよく出来、円滑な人間関係をもつことができること。 

  E．医療、介護に精通し、疑義解釈について豊富な知識を有すること。 

  

   

問２ 次の文の（  ）に入る最も適切な語句を      から１つ選び、記号を記入しなさい。 

 

在宅医療とは( ① )困難な患者の( ② )または(  ③  )等に医師や看護師などが訪問し、行

われる医療のことで、患者の求めに応じ、都度、医師が患者宅を訪問する( ④ )ではなく、

( ⑤ )に基づき患者宅で診療を行う（ ⑥ ）を中心に据えたものである。 

 在宅医療は、入院医療や外来医療とともに、今日では重要な医療提供の形態となりつつある。 

その背景として先ず挙げられるのは、高齢社会の本格化である。（ ⑦ ）年には、団塊の世代が

全て（ ⑧ ）となり、従来の施設を中心とした医療・介護では対応しきれない状況になるため、

在宅医療・介護の促進が急務となった。意識調査でも患者自身の多くは在宅での最期を望んでいる。 

 

 

 

 

 

 

問３ 次の各文を読み、正しいものにはＡ、誤りのものにはＢを記入しなさい。 

 

１．介護サービスの給付は、すべて 9割または 8割で、1割または 2割が患者負担である。  

２．提供した介護サービスは、介護給付費単位数サービスコード表と薬価基準表を使用して介護 

報酬として算定する。  

３．介護保険の第 1号被保険者は、65歳以上の全国民である。 

４．主治医のいない患者に対し、意見書作成のために行った基本的な診察や検査等の費用は、介護

保険に請求する。 

５．地域包括支援センターの保健師は、要支援認定患者のケアプランを作成できる。 

A. 入院          B. 自宅         C. 通院         D. 外来           E. 緊急     

F. 診療計画     G. 退院         H. 訪問看護     I. 訪問介護       J. 訪問診療 

K. 前期高齢者    L. 居宅系施設   M．往診       N. 後期高齢者    O．老人保健施設 

P．ケアプラン    Q. 2020         R. 2025         S. 2030 

カッコの大きさそろ

える 








